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平成 30 年度第１回 鎌倉市障害者支援協議会全体会 会議結果概要 

開催日時 平成 30 年 5 月 29 日（火）13 時 30 分から 15 時 30 分まで 

開催場所 鎌倉市福祉センター２階 第１・２会議室 

出 席 者  

〔全体会委員〕 

○15 名出席（4 名欠席） 

〔運営会議委員〕 

 ○3 名出席   

〔オブザーバー〕 

○2 名出席  （横須賀三浦障害福祉圏域地域生活ナビゲーションセンター 

 社会福祉法人湘南の凪支援センター凪） 

〔事務局〕 

○10 名出席 
 

以上 30 名出席 

「平成 30 年度鎌倉市障害者支援協議会 第 1 回全体会 出席者名簿」を参照 

配布資料 

 

・第１回全体会 会議次第 

 ・第１回全体会 出席者名簿 

・（平成 29 年度）第 3 回全体会会議結果概要（案） 
  

・（資料１）平成 29 年度鎌倉市基幹相談支援センター事業の実施状況について 

・（資料２）鎌倉市基幹相談支援センター 総合相談事業の状況  

・（資料３）平成 29 年度鎌倉市障害者相談支援事業（委託相談支援）報告 

 ・（資料４）平成 29 年度鎌倉市障害者相談支援事業 年間相談支援実績 

                        （3 委託相談支援事業所） 

・（資料５）平成 30 年度 各専門部会委員一覧 

・（資料６）平成 30 年度 各専門部会での取組みテーマ（予定）等 

  （資料６関連・追加資料） 

      大船まつりパレード参加＜地域生活支援部会つながり隊＞実施報告 

 ・（資料７）鎌倉市障害者二千人雇用センターについて   

 ・（資料８）住宅入居の支援について（市住宅課） 

 

 

 

 

 

 

１． 開会 

２． 会長・副会長の選出 

  ・会長あいさつ 

３．議題（報告・協議事項） 

（１）平成 29 年度基幹相談支援センターの活動状況  
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会議概要 

（続き） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    （質疑・応答）                          

・当事者と家族、一般市民からの相談は 5 件しかないが、各相談機関からの相

談が多いということか。 

→基本的に個人からの相談は受け付けておらず、基幹相談支援センターの相

談対象は事業所としている。 

・地域包括支援センターからの相談内容は高齢者と障害者についてだと分かる

が、鎌倉市障害福祉課とその他鎌倉市関係課からの相談内容はどのようなも

のか。また、その他鎌倉市関係課とはどのような課か。 

→・家族がキーパーソンの役割を十分に担うことや相談員との関係を構築す

ることが難しいケースについて、ケースワーカーから相談されることが

多い。小規模の相談支援事業所が抱えきれず、民間事業所では契約解除

のケースもある。他の事業所でも引き受けは難しく、結果、セルフプラ

ンを選ぶ形にならざるを得ない。ケースワーカーが客観的なアドバイス

を要する状況で、専門的な機関としてケア会議に同席し、対応のアドバ

イスをしている。基幹相談支援センターにバックアップを求める相談が

多くなっている。 

・高齢者いきいき課、こども相談課、市民健康課など。 

・基幹相談支援センターは、今の陣容でバックアップできるのか。 

→今年 4 月の時点で昨年の 3 倍くらい相談が来ている。内容も重く、カン  

ファレンスや支援が直ちに必要な案件や虐待などの緊急対応をしなくては

いけないケースが多い。基幹相談支援センターだけではなく、連携した支

援が必要だと思う。 

・解決した相談件数はどれくらいあるか。 

→「制度・社会資源情報提供」、「専門機関の紹介」をした案件はすぐに終わ

る。「他機関活動連携」で継続しているのは 29 年度 32 件中 10 件程度だと

思う。 

・基幹相談支援センターの人数で解決できているのか数字だけでは実態が見え

ない。判断ができる資料が欲しい。 

・相談機関からの相談の具体例の提示があるとイメージしやすい。相談や統計 

の処理の仕方にもよるが、相談機関として相談を受理し、どういう扱いをし

て相談を終了したか統計処理することも必要になってくる。それを元に人員、

連携を対応できるかがこれからの大事なところになると思う。 

 

 （２）平成 29 年度鎌倉市障害者相談支援事業（委託相談支援）報告  

① 委託相談支援の傾向と課題            

    （質疑・応答）      

・基幹相談支援センターと相談専門員のすみ分けは。 

→下に計画相談、その上に色々な相談を受ける委託相談、一番上に基幹相談支

援センターと縦に 3 つの構造になっている。基幹相談支援センターは事業所

のバックアップ、相談員のレベルアップなど、後方支援に徹している。 
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会議概要 

（続き） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・基幹相談支援センターや委託事業所の問題はどこで解決するのか。誰がイニ

シアティブをとるのか。 

→それぞれ課題があり、困難性のあるケースに対しては連携しながら行って

いるが、対応が後手に回る、うまくいかなくなる場合もある。 

・基幹相談支援センターと委託相談事業所のメンバーが同じで解決できるの

か。 

→基幹相談支援センターに来た相談を協議して委託相談に回す。人物は同じ

だが立場が違い、委託相談支援は個別支援を行う。根本的な問題だが、3 つ

の相談支援事業所は委託費も補助金も違い、同じ事はできない。委託相談

をどう考え、どう充実させ、基幹相談支援センターと連携しながら進めて

いけるかが、今後の大きな課題。 

・大きな課題とまとめて終わりではなく、全体会で取り扱うべき問題だと思う。 

具体的にどんな課題があり、どう進めていくのかをまとめ、解決していない

問題を全体会で出してもらえればいいのでは。 

 →参考にしたい。 

・基幹相談支援センターのすみ分けの実態、課題、基幹相談支援センターのそ

のものの役割について、相談体制をしっかりさせることが課題。今年は部会

の編成が変わっているので、全体で考えていかなければならない。 

・基幹相談支援センターの相談を、誰が、どこに連絡をして、どういう体制で

後方の援助をしていくかという業務フローを、皆さんの経験を基に作ると動

きやすいのではないか。 

・業務フローを作るのは難しく、逆に縛られると上手く流れなかったりするが、

目安としては必要なのかもしれない。相談体制を含め、しっかりと地域計画、

サービス利用計画等進めていく事が大事。 

 

 （３）各専門部会での取り組みテーマ等（意見交換）              

○精神保健福祉部会（補足）平成 29 年度権利擁護・相談支援部会長より 

平成 29 年度権利擁護・相談支援部会では、主に精神保健福祉に関する事を進 

め、ガイドブックを完成させることができた。今年度は精神保健福祉部会で、 

地域を基盤として精神障害のある方や精神保健福祉に関する質の向上を目指し 

ていく。今年度から権利擁護・相談支援部会はなくなったが、問題が解決した 

わけではなく、大きな課題、困難事例や件数が増えている。相談に関しても、 

緊急で解決すべき相談（家族がケアできなくなった場合など）と、漠然とした 

不安（すぐに解決しなければいけないわけでないが、将来を考えると不安）に 

も向き合いながら支援していくことが必要。権利擁護は漠然とした概念。差別 

的な扱いを受けている場合や、虐待はすぐに解決すべきでアプローチが必要、 

合理的配慮が足りなくて生きにくさを感じている場合は社会に訴えていくこと 

が必要で、色々な質があると思う。それぞれの部会で進めていかなければいけ 

ない事だと思う。全体会の役割は、相談・権利擁護に関しては、より具体的に 

進めていかなければならない。 
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会議概要 

（続き） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○地域生活支援部会（補足）  

交流会活動（障害のある方、家族、支援者を含めて地域の方との交流及び啓発 

活動）を行ってきた。平成 30 年 5 月 20 日開催の大船まつりに地域生活支援部 

会つながり隊として参加した。神奈川県の共生社会推進課 5 名も参加。総勢 60 

名がパレードに参加し、太鼓も披露した。今後、地域生活を進める課題の検討 

として、暮らしの場、地域生活を支える仕組み（移動支援のガイドライン）、地 

域生活支援拠点の整備まで検討していけるとよい。入所施設の老朽化問題で、 

通所も含めた障害者施設の建物等の再整備、大規模改修のアンケートを取ると 

県から回答があった。それに対応して、地域生活をどのように検討していくか 

を部会でも検討したい。 

○就労支援部会（補足）平成 29 年度部会長より 

資料に書かれている 3 つの柱においては継続的に進めていく。3 つの柱に加え、 

6 月から鎌倉市障害者二千人雇用センターの開設にあたり、部会でもうまく連 

携していきたいと考えている。センターの役割は非常に大きなものになってく 

ると思う。 

○こども支援部会（補足）三井委員より 

・昨年度は、福祉サービスや親の負担を含めた通学支援の課題などについて、地 

域に暮らす障害のある子ども達の実態を把握する調査を行った。 

・学童保育では、診断を受けるには至っていない児童が多く、学童保育の指導員

から診断を疑われる段階の利用者について、青少年課を通し、基幹相談支援セ

ンターに相談があった。発達支援マネージャーを紹介し、一緒に訪問し、実態

把握に努めた。 

・発達支援室で発行しているサポートファイルかまくら（子どもの成長記録、保

護者から本人・関係者への共通ツール）の普及活動を行った。各機関・学校へ

の説明、ポスター作成と配布など。また、周知も兼ねて、アンケート調査を行

った。今年度も引続き、サポートファイルかまくらの周知・活用・普及活動を

継続したい。 

・医療的ケア児の保健医療、多職種の協議の場の設置について、鎌倉の医療的支

援の環境や医療的ケア児とその家族の困り事などの実態把握した上で、どのよ

うに設置していくのが望ましいのか検討したい。 

・ライフステージの中で一番重要な時期である児童期に、地域生活の中で自立し

て生きていく力をどれだけ養っていけるか、子どもや家族を応援する視点で今

年度も考えていきたい。 

（質疑・応答） 

・「地域生活を支えるための課題と検討」と書いてあるが、本人の暮らしの場所 

の希望に関する調査の実施の前に、分かりやすいガイドブックを作ってはどう

か。支援者向けにはあるが、本人のためのガイドブックが鎌倉にはない。 

→地域生活支援部会で提案したい。 

・就労について、資料 4 の委託相談支援の集計で、「③支援内容の就労に関する支

援（約 380 件）」の相談内容や支援内容について、就労支援部会でも取り組む必
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会議概要 

（続き） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要があるので、明示して欲しい。前年度に比べ 100 件くらい減っているが、な

にがなくなったのか、解決されたのかを分析した中で、就労支援部会でのテー

マに持っていけるのではないかと思う。就労定着支援、環境問題、賃金など、

集計の内訳を教えて欲しい。 

→就労の支援では、就労継続支援 A、B 型や仕事に結びつかない方が結果的に 

作業所へ通うことになることも多い。相談者の主観に基づいての統計でもあ 

るので、広い枠で捉えている。 

・他の主訴と混在している場合が非常に多い。就労の前にまず本人のスキルを上

げる形なので、就労が中心ではなく相談の中に入っている要素だと考えて欲し

い。 

・色々な要素があり、全部を出すのは無理だと思うが、一般就労に関する相談案

件やアンケート結果を、絞った段階で出してもらえれば、部会として 1 つのテ

ーマになると思う。 

→就労にターゲットを絞って支援する場合と、総合的に支援する場合もあり、

切り分けるのは難しいかもしれないが、鎌倉市障害者二千人雇用センターも

一般就労だけではなく福祉的就労も含めているのだと思う。これから整理さ

れていくと思う。 

・二千人雇用には福祉的就労と一般就労を含めている。就労支援部会でも、見込

み数だけではなく実態を知らなくてはならない。一般就労、就労継続支援 A、

B 型に繋がった人の数字も大事となるので、教えて欲しい。 

・見込みだけでなく実績数も把握している。障害者福祉計画推進状況報告書に 28

年度の実績は出ている。ただ、報告書は 1 年遅れで作られるので、本当なら直

近のものが知りたい。実態に即したものを出して欲しい。 

・鎌倉市と横須賀にある障害者就業・生活支援センターとあまり関係していない

ところがあると思うが、今度できる鎌倉市障害者二千人雇用センターと就労支

援部会とトライアングルでうまく連携を取って欲しい。 

・海老名市には「共に認め合う海老名宣言」がある。鎌倉市も地域生活支援部会

等で作ってはどうか。 

→参考にする。 

・地域支援生活部会では、昨年度、移動支援事業のガイドラインの見直しを検討

したようだが、今年は主に何を協議するのか。また、地域生活支援部会委員 8

名には移動支援事業に携わっている方々が入って議論されているのか。 

→委員には移動支援事業に携わっている方がいる。 

・移動支援事業のガイドライン見直しでは、現場の意見として居宅の連絡会で担

い手の声を聞いて、料金改定の声を挙げている。 

・事業者にアンケートを取ることは大事なので、充実したものにして欲しい。 

《その他意見等》 

・雇用率は障害者全体の何パーセントと表されるが、障害別や等級別で出して

ほしい。重度障害や視覚障害など障害によっては、採用されにくいこともあ

ると思う。 



6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会議概要 

（続き） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・相談に全く繋がっていない人は、相談先や障害者相談員との繋がりについて

よく分かっていないので、それをどう解決していくかが問題である。 

・視覚障害の 50 歳の方で、今まで福祉サービスで補えたり、学齢期は親同伴で

盲学校に通っていたので、能力はあるが自立できていないというケースが結

構ある。子供時代に将来的な自立にどう結び付けていくかが大事だと思う。 

 

 （４）市の就労支援・住宅入居の支援に関する取組みについて 

    ① 障害者二千人雇用センターの開設について         

（質疑・応答） 

・鎌倉市障害者二千人雇用センターができるので期待している。横須賀では遠

く、鎌倉の利用者が少ない。就労の統計を見ると 28 年度に比べ、29 年度は

就労者数が 1.5 倍増えている。鎌倉の就労者を増やすために、障害者就業・

生活支援センターと連携し、協力し合えると良い。 

 

  ②居住支援協議会の設置について             

  

４．その他 

・第 1回専門部会（6月から 7月）日程調整し、全体会委員にも知らせる。 

・次回全体会の開催予定 

・横須賀三浦障害福祉圏域 地域生活ナビゲーションセンター・オブザーバー 

2 名の紹介、挨拶、資料の説明 

 

 


